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第12表単純分割放射・舌腺（粘液腺）
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粘液細胞は核異型が強くなり，粘液は減少して
いる．その導管細胞は，核破砕が再び僅かに見
られ，細胞質内空胞形成を示す（写真20)．
10日後：退行変性は経過を通じて最も強く認
められる．漿液細胞は核の膨大，異型化，空胞
形成を僅かに示し，破砕が著しく，融解消失せ
るものも多少認められる.細胞質は萎縮を示し，
空胞形成と穎粒の小塊状崩壊，散乱が著しい．
漿液腺導管細胞は，核膨大が強く現れ，僅かに
細胞質の融解したものが認められる（写真18)．
粘液細胞は異型化がやや軽度となる以外は，前
期5日後の所見と略為同様である．粘度腺の導
管細胞は，核の膨大，異型化，核内空胞形成を
僅かに示す．細胞質の穎粒は膨化し疎となって
いる．
20日後：漿液腺に於ては，漿液細胞は，核濃
縮が僅かに見られ，異型はより高度に現れ，そ
の他の変性は殆んど前期10日後と変らない．導
管細胞は，核膨大が多少減ずるほか前期10日後
の所見に略々等しい、粘液腺では,粘液細胞は，
細胞が萎縮し粘液胞が少く且つ散乱しているほ
か，前期10日後と同様な所見を呈する．その導
管細胞は，放射2日後と殆んど同様で，僅かに
核異型が少い、
舌腺の各種細胞に見られる各種線量放射後の
経時的変化を表示すれば，第11,12表の如くで
ある．
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放射線による味覚障碍は，前述の様にCou-
tard2)(1929)が扁桃腺部の腫瘍に「し｣線治療
を施した患者に味覚錯誤が現れたことを報告し
たのを以て噴矢とするが，その後Kahlstorf&
Zuppinger6)(1930)Holthusen4)(1932)Heg-
ener3)(1932)等も,類似の障碍例を報告し,その
原因及び機序について論述し,Werckmeister-
Freund'')(1933)は｢ラジウム｣による味覚異常
の症例報告をなし，世の注目を受けた．これに
刺戟されてその後,代田'0〕(1932)井上5)(1937)，
Medaks)(1954),大竹9)(1958)等の口腔軟部組
織の放射線による影響に関する臨床的並に実験
的報告が発表されているが，多くは歯肉粘膜及
び舌粘膜一般の変化を記述するに止っている．
井上5)(1937〕は臨床症例の知見から，1日150r
内外を連日放射した場合，15～20日頃に舌の味
覚障碍が現れ，この障碍が「し」線による唾液
分泌障碍や「し線」粘膜炎による舌苔とは無関
係であると述べ，動物実験により単純分割放射
の後に，味蕾の萎縮，味細胞の変性を報告して
いる．しかし一時放射の所見を欠き，「し線｣の
味蕾に対する影響に関する知見は尚充分とは云
い難い．これ等先人の業績と，･著者の得た一時
並に分割放射後の経時的変化所見を比較し，著
者の成績を総括すると，次の如くである．
A.一時放射後の障碍経過
（1）舌粘膜上皮・味蕾・舌腺等の細胞は，
「し」線放射後，線量と放射後の経過時間によ
って，その変化の程度を異にするが，一般にそ
の核は，初期に膨大・空胞形成・異型化等の変
化を示し，次で核の濃縮，破砕又は融解像を示
す．細胞質は初め腫大・空胞形成を示し，次で
萎縮し，甚だしい場合には細胞が壊死に陥る．
この間時として細胞の限界が不鮮明となり蛸集
して合胞性の巨態細胞様の構造を示すこともあ
る．
（2）重層扁平上皮は比較的「し」線に対する
抵抗が大であるが，基底層の柱状細胞は他のも
のより感受性が大である．一回放射の場合線量
木
総括並に考按
が増加するに従って上皮細胞の退行変性は大且
つ速に現れる．上皮層内の穎粒は屡々異染性を
示し赤紫色に染まって現れる．一時放射150r
の場合変化は弱く，放射後10日頃頂点に達する
が，以後回復の兆を示す.300rの場合は放射
5日後に頂点に達し，10日頃にやや回復像を示
すが，20日後に再び変性像が増す．600rの場
合5～10日後に変化は頂点に達し以後回復所見
を呈する.900rの場合は5日後に変性が著明
となり,10日後には一部の細胞は回復に向うが，
20日後には萎縮した細胞が増加する．
（8）茸状・有郭・葉状の各乳頭に存する味蕾
は,「し｣線放射に対して略々同様な感受性を示
す．味蕾を構成する各種細胞は「し」線に対す
る抵抗が比較的大であるが，強いて順位をつけ
れば味細胞，補充細胞，支柱細胞の順に示す変
化が小になっている．一時放射150rの場合は
軽度の変性が現れ10日後に変性が頂点に達し，
20日後に回復傾向を示す.300rの場合には変
性はやや早く現れるが尚鞘敷で，10日で極値を
示し，20日で回復の兆を示す.600rの場合に
は，5日で極値を示し以後回復傾向を示す．
900rの場合には2～5日に可成りの変化が見
られるが，10日以後漸次回復し,1500rの場合
には変性はやや増進し,2～5日に極値を示し，
以後回復を示す．一般に150～600r放射の場合
に見られる変化は車登散である．
㈱舌漿液腺の変化は上皮及び味蕾の細胞に
比して変性が強く，変性は線量の増加に比例し
て早期に且つ高度に現れる．腺細胞と導管細胞
を比較すると，腺細胞の方が変性が強い．150
~300r放射の場合には変性翰敬で,5～10日の
変性の極期を認めるが,600～1500rでは5日以
内変性強く，20日後に僅に回復の兆を認めるに
すぎない．
舌粘液腺にも略々同様な変性経過が見られる
が，漿液腺に比して変性は弱い．
B.単純分割放射後の陶尋経過
（1）一時放射の場合と全く同様な細胞変性像
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が見られるが，その程度及び時間経過に差異が
見られる．
（2）上皮は200r放射の場合，放射直後殆ん
ど変化を認めない.500r放射の場合,放射直後
の変性は翰敷である.600r放射の場合,変性は
2日後に著明で漸次回復に向う．
⑧味蕾の各種細胞は変性は翰敬であるが,
200r放射の場合核の腫大と空胞が僅に見られ
る程度である.500rの場合は変性がやや増進し
ている.600rの場合は2～5日に変性がやや明
確で，10日以後回復の方向に向う．一般に味蕾
細胞の変化は軽いが，回復が遅れる．又乳頭の
種類によってその味蕾細胞の退行変性の度に差
は認められない．
（4）舌漿液腺では,200r放射の場合変性ば軽
度である.500r放射の場合やや著明で,600r
放射の場合2日後に細胞の変性は極点に達し,‘
5日後に一時変性は回復の兆を示すが，10－20
日後に再び強度となる．
舌粘液腺にも略同様な変性過程が見られる
が，漿液腺に比して変性は軽い．一般に隣田胞
の変性は導管細胞の変性より強い．又舌腺の変
化は味蕾や粘膜上皮のそれに比して強い．
c、一時放射と分割放射との障碍比較
一時線量600rと一回線量100r総線量600r
とを比較すると，上皮の柱状細胞の場合，一時
放射では，10日後に変性の極期があるに反し，
分割放射では2～5日後に極期が見られる。味
蕾においては，一時放射では5日に変性が極期
を示すが，分割放射では2日後に極期が見られ
第5章
「し」線放射によって，舌特に舌粘膜上皮，
味蕾，舌腺の各種細胞の形態機能が如何に変化
するかを見る為に，顎部に種々の線量の「し」
線を放射した廿日鼠の舌を経時的に組織学的に
検し，次の結果を得た．
1．「し」線放射後，舌粘膜上皮，味蕾，舌
腺等の各種細胞は退行変性を示し．核は初期に
膨大，空胞形成，核異型化等の変化を示し，次
る．舌腺においては，一時放射では5～10日に
変性の極期があるが，分割放射では，2日後に
変性が強くなり以後あまり変化しない．即ち一
時放射の変性は分割放射の場合に比して変性が
早く現れ，且つ比較的早く回復に向うが，分割
放射では最終の放射後速に変性が極期に達し，
しかもその回復は一時放射の場合に比して遷延
する．注目すべきことは線量が同じく600rの
場合,一時放射の障碍が，分割放射の障碍より
も大なことで，一時放射300rの障碍像が,分
割放射600rのそれに匹敵している．同様なこ
とは障碍度は少いが上皮及び味蕾にも云い得
る．この様な所見は木下7）（1958）が唾液腺に
対する「し」線放射を検し,300r一時並に分
割放射の際に得た所見と符合する．
以上のような実験所見から，臨床的に見られ
る放射線味覚障碍を見ると，舌粘膜上皮に見ら
れる細胞の変性は,「し｣線治療時にしばしば見
られる舌苔の原因をなすものと考えられ，又同
時に患者がうったえる口渇は，無論その大きな
原因が同時に障碍される耳下，顎下，舌下腺の
障碍によるであろうが，舌腺の障碍がその一因
をなすことを示している．味蕾は舌腺に比して
「し」線に対して可成り抵抗力を示すぶ,600r
放射後には可成り‘長期に変性像を示している．
このことは所謂放射線味覚障碍が，放射線によ
る味蕾の変性即ち味細胞の退行性変性による機
能障碍と考えるのが至当であることを示してい
る．
結論
で核の磯縮，破砕又は融解像を呈する．細胞質
は初め腫大，空胞形成を示し，次で萎縮し，甚
だしい場合には細胞が壊死に陥る．
2．重層扁平上皮は比較的「し」線に対する
抵抗力が大であるが，基底層の柱状細胞は感受
性がやや大で，線量及び放射方法によってその
時期を異にするが，放射後2～10日で一時障碍
は極値を示すが後回復に向う．
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3．各種乳頭の味蕾は，略々同一の変性過程
を示す．味細胞はやや「し」線感受性が大であ
り，支柱細胞は小である．退行変性は，重層扁
平上皮の場合と同様2～10日に極値を示すが，
その後回復の兆を示す．完全な回復には可なり
の日時を要する．一般に味蕾の諸細胞の「し」
線感受性は舌腺細胞に比して弱い．
4．漿液性並びに粘液性舌腺の聯田胞及び導
管細胞は,「し」線感受性が大で，放射後極期を
経た後回復方向に向う．粘液細胞の変化は漿液
細胞のそれより弱い．
5．分割放射一回線量100r総線量600rに
おける上記諸細胞の変性は，一時放射量600r
の場合のそれより小で，変性は早期に出現し，
回復は一時放射の場合より遷延する．
6．著者の得た「し」線放射後の味蕾の退行
変性所見は，放射線治療に附随して見られる所
謂放射線味覚障碍が，放射線による味蕾の変性
即ち味細胞その他味蕾を構成する細胞の退行変
性による機能的障碍に因ることを示している．
7．舌腺に見られる「し」線放射後の変性は，
臨床的障碍時の口渇の一因をなすものであら
う．
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲を
賜りました恩師平松教授に衷心より感謝の意を捧げる
と共に，直接種々なる御教示並びに御助言を戴きまし
た本陣教授，並びに宮村講師に深甚なる謝意を表しま
す．又研究上種々の御便宜を受けました農協高岡病院
長，豊田文一博士始め医薬局の諸先生に，衷心より御
礼申し上げます．
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青木論文附図
写真l.150r1回放射後
2日の重盾扁平上皮
×690
写真2.1,500r1回放射後
5日の重層扁平上皮
×690
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写真3.600rl回放射後
5日の茸状乳頭味蕾
×690
写真4.1,500r1回放射後
5日の茸状乳頭味蕾
×690
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写真6.1,500r1回放射後
5日の有郭乳頭味蕾
×690
写真5.90()r1回放射後
2Hの有郭乳頭味蕾
×690
写真8.1,5()0r1回放射後
5日の葉状乳頭味蕾
×690
写真7．600r1回放射後
5日の葉状乳頭味蕾
×690
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写真10.15()rl回放射後
10日の舌粘液腺
×690
写真9.150r1回放射後
1()日の舌漿液腺
×69(）
写真11
5
.600r1回放射後
日の舌漿液腺
×690
写真12．分割放射1()0r×6
5日後の重盾扁平上皮
×690
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写真13分割放射100r×6
放射終了直後の茸状乳頭'味蕾
×690
写真15．分割放射100r×6
10日後の有郭乳頭味蕾
×690
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写真14．分割放射100r×5
放射終了直後の有郭乳頭味蕾
×690
写真16．分割放射100r×6
5日後の葉状乳頭味蕾
×690
舌組織の「し」線嘘受性に関する研究（2）
写真17．分割放射100r×5
放射終了直後の舌漿液腺
×690
写真19．分割放射100r×5
放射終了直後の舌粘液腺
×690
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写真18．分割放射100r×6
10日後の舌漿液腺
×690
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写真20．分割放射100r×6
5日後の舌粘液腺
×690
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